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各事務局の目標
（11）

●白河市議会基本条例の基本理念達成のため、議会活動が十分に発揮されるよ
う事務を推進します。

●選挙が公正に行われるよう、法令に基づいた適正な管理執行を行います。

●市の行財政が公正で効率的に運営されているかどうかをチェックし、市民福
祉の増進を目指します。

●農業委員会の業務拡大に伴う組織体制の強化を目指します。

議会事務局

選挙管理委員会事務局

監査委員事務局

農業委員会事務局
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各部の目標

●多様な民意を反映しつつ、議会が議決・監視・立法・政策提言機関としての機能を十分に
発揮できるよう、さらに、議会の調査・法務機能の強化など、議会運営へのサポート体制
を充実させていく必要があります。

●より多くの市民に議会への関心を持ってもらうために、情報伝達手段を十分に活用し、開
かれた議会を目指していく必要があります。

●近年、デジタル技術や情報通信技術が目覚ましい発展を遂げており、議会においても、ICT
の導入などによる効率的で迅速な議会運営をする必要があります。

▪ めざすまちの姿を達成するための課題

白河市議会基本条例の基本理念達成のため、
議会活動が十分に発揮されるよう事務を推進します。

議会事務局
めざすまちの姿

各
事
務
局
の
目
標 

｜ 

議
会
事
務
局

●さらなる、調査・法務機能の充実を図りつつ、円滑かつ適正な議会運営や議員活動を補佐
するなど、適切な支援を行っていきます。

●執行機関との的確な調整を行うとともに、本会議をはじめ、各委員会の運営など、議会運
営が効率的・効果的に行われるよう支援していきます。

●社会情勢の変革など、様々な状況に対応できる議会運営へのサポート体制を図るため、各
種職員研修会や先進地視察研修を通して、職員の能力向上と組織力の強化に努めていきま
す。

▪ 課題を解決するための取組み

議会機能の強化

　地方分権の進展に伴い、地方自治体を取り巻く環境は大きく変化し、二元代表制の一翼を
担う存在として、地方議会の果たすべき役割と責務がますます増大しています。
　このことから、平成 27 年６月に制定した「白河市議会基本条例」の基本理念に基づき、公
平かつ公正で開かれた議会の実現はもとより、議会の権能を十分に発揮できるよう、議会事
務局の機能の充実・強化に努めていきます。

▪ めざすまちの姿を設定した背景と想い



140

各
部
の
目
標 

｜ 

各
事
務
局

●白河市議会基本条例関連する
計画

●市のホームページや本会議のインターネット中継など、市民の議会への理解度や関心度を
高めるため、議会情報を積極的かつ正確に発信を行っていきます。

●議会だよりについて、市民により分かりやすく、読みやすく、親しみのある紙面づくりの
ためのサポートに努めます。

●議会の意見を踏まえながら、ICT の導入について検討していきます。

●政務活動費のより適正な運用の支援を図るとともに、市民に対して使途の透明性を確保す
るため、引き続き、ホームページなどによる公開に努めていきます。

市民への情報発信の充実

効率的な議会運営

政務活動費の公表

議場
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●国政選挙や地方選挙等、多種多様な選挙に対応するためには、職員が執る選挙事務内容も
大同小異となるため、公職選挙法の正しい理解が必要です。また、経験に基づく実務的な
スキルも重要になることから、状況に応じた柔軟な対応ができる人材を育成する必要があ
ります。

▪ めざすまちの姿を達成するための課題

選挙が公正に行われるよう、
法令に基づいた適正な管理執行を行います。

選挙管理委員会事務局
めざすまちの姿

各
事
務
局
の
目
標 

｜ 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

●全国市区選挙管理委員会連合会や民間団体が主催する法令研修会や実務研修会、セミナー
等に積極的に参加するとともに、職場での勉強会を開催し、実務的な知識・ノウハウを共
有することで選挙事務のスキルアップを図ります。

▪ 課題を解決するための取組み

研修会・事務研究会等への参加

　選挙は、有権者が政治に参加する最も重要かつ基本的な機会であり、積極的な投票への参
加は民主政治の健全な発展のためには欠かせないものです。
　そのためには、有権者の意思を正しく政治に反映させる必要があり、公職選挙法をはじめ
とする法令に基づいた選挙事務の管理執行を適正、円滑に行うことで公正な選挙を執行しま
す。

▪ めざすまちの姿を設定した背景と想い
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各
事
務
局

開票事務
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各部の目標

各
事
務
局
の
目
標 

｜ 

監
査
委
員
事
務
局

●市が行っている数多くの事務事業等に対して、様々な観点から監査、検査及び審査を実施
する必要があります。

●監査等を実施するうえで、一定水準の質を確保する必要があります。
●すべての課所に対する監査等について、公正性を確保しながら、計画的に実施する必要が
あります。

●白河市 DX（デジタルトランスフォーメーション）推進方針に基づくデジタル化など、新た
な技術革新に対応した監査等を実施する必要があります。

▪ めざすまちの姿を達成するための課題

市の行財政が公正で効率的に
運営されているかどうかをチェックし、
市民福祉の増進を目指します。

監査委員事務局
めざすまちの姿

●全課所が実施している事務事業を対象に、年 3回の「定期監査」を実施します。
●現金の出納状況について、会計管理者、公営企業管理者から提出された例月出納検査調書
に基づき、現金及び預金の月末残高が金融機関の証明と符合し正確であるか、また、計数
は利害帳簿と符合し正確であるか等に着眼し、「例月出納検査」を実施します。

●市からの審査依頼により、毎会計年度、一般会計、特別会計及び公営企業会計について、
決算書及び関係書類を確認する「決算審査」を実施します。

▪ 課題を解決するための取組み

多面的な監査等の実施

　人口減少社会の到来により、地方自治体には、これまで以上に健全で適正な市政運営の執
行が求められています。
　市が実施する財務及び多様な事務事業について、「第三者」という独立した立場の視点で公
正に検証・評価し、市長及び関係機関に報告するとともに、市のホームページ等で公表する
ことにより、市政運営に対する市民の信頼を高め、市民福祉の増進を図ります。

▪ めざすまちの姿を設定した背景と想い
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●その他「財政援助団体等に関する監査」等のほか、状況に応じて、行政事務全般に渡る「行
政監査」の実施についても検討します。

●監査等を実施するうえでの着眼点として、常に以下の５点に留意することにより、監査等
の質の確保に努めます。

　　合規性（法令や条例等に従って適正に行っているか）
　　正確性（数字、金額、文言等が正確に示されているか）
　　経済性（より少ない費用で実施できないか）
　　効率性（業務プロセスの簡略化や改善により、効率的に処理できる余地はないか）
　　有効性（実施結果が目的を達成しているか）
●事務局職員の知識を高めるため、常に情報取集に取り組むとともに、必要に応じて各種研
修を受講するなど、専門性の向上に努めます。

 
●特に定期監査において、対象が特定の課所に偏らないよう、監査実施計画に基づき、計画
的に実施するとともに、事業費に関わらず、なるべく各課１件以上が対象となるよう事業
の選定を行います。

●監査の講評及び留意点について、過去の監査結果との矛盾等が生じないよう、着眼点を整
理するとともに、過去の結果等を踏まえた検討を行います。

 
●令和５年度からの電子決裁施行など、新たな技術革新の進展に伴う事務事業の変化に対し、
効率的・効果的な監査等の実施方法について、関係各課と連携、協議して対応します。

●監査実施計画関連する
計画

監査等の質の保持

公平性の確保

時代の変化への対応
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●農業委員会は、農地関係法に基づく各種審査やそのための現地調査のほか、改正農業委員
会法により農地利用の最適化に関する業務が農業委員会の必須業務として位置づけられた
ことに加え、法定化された地域計画（人・農地プラン）における目標地図の作成、同プラ
ン実行支援、農地法に基づく農地の利用状況の全筆調査や農業者への意向調査など、近年、
その業務が過重となっている。

▪ めざすまちの姿を達成するための課題

農業委員会の業務拡大に伴う
組織体制の強化を目指します。

農業委員会事務局
めざすまちの姿

●関係団体が主催する研修会や実務研修会等に積極的に参加するとともに、実務的な知識・
ノウハウを習得しスキルアップを図ります。

▪ 課題を解決するための取組み

研修会・事務研究会等への参加

　農業委員会が求められている業務が年々拡大している中、特に求められている農地利用最
適化業務を効果的に行えるよう各種制度を活用し委員会の体制強化等を講じていきます。

▪ めざすまちの姿を設定した背景と想い

各
事
務
局
の
目
標 

｜ 

農
業
委
員
会
事
務
局
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関山と農地


